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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 0 0 3 1 2 0 0 3 3 4 7 0 0 0 0
11 * 0 0 0 1 0 0 2 2 3 5 3 0 1 0
13 * 1 2 0 6 0 0 3 2 4 6 4 2 0 0
17 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 * 3 4 1 3 0 0 0 2 5 7 2 0 0 0
19 0 0 0 1 4 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
20 0 0 0 2 3 0 0 0 0 2 2 0 1 1 0
37 * 6 16 7 14 6 7 1 1 3 4 2 1 1 0
99 * 0 0 6 20 2 3 3 13 5 18 11 1 1 1

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 1
10 27 18 53 8 10 12 24 26 50 22 5 4 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 3 5 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0
2 * 0 4 4 11 0 1 1 1 5 6 4 4 2 0
6 0 0 0 1 3 0 0 2 3 1 4 1 0 0 0
17 * 3 7 5 6 0 0 1 3 5 8 1 2 2 0
24 * 0 3 4 13 0 0 3 0 2 2 1 5 0 0
35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
36 * 0 0 4 7 5 7 1 5 2 7 2 0 1 0
37 * 1 3 2 6 2 2 4 2 9 11 9 1 2 2

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 18 23 51 7 10 13 14 24 38 20 12 7 2

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
22.2% 45.1%RATE

小木曽 湧 -

70.0%

Team / Coach:

合　　　計
37.0% 34.0% 80.0%

神戸大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

山地 直樹 0

-

３Ｐ

池田 悠人

出口 琢也

0

3 30

北代 一貴 11 32
7

34
36

-

-

-
-
-

-

0 -
0

0

-

吉田 健太郎 38

-
土屋 時生 14

0 -
0 -

74
RATE

２Ｐ

開始時間

大阪教育大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

青木 佑大 4

65

敗チーム

17

4

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

74

勝ち点 4

11:40
会　　場 桃山学院大学

大阪教育大学

細川 輝 2

男子 2部リーグ戦

PTS

237

試 合 日 2017.10.08

塚田 亮太 0

記録 関西学生バスケットボール連盟

20
有谷 猛司 0 20
森田 知志

神戸大学

主審 山路 喬久 副審 西 和馬

勝ち点 1コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦8日目第2試合は昨日リーグ戦初勝利を飾り勢いに乗りたい神戸大学と上位
リーグ進出のため何としてでも勝ち点が欲しい大阪教育大学の一戦となった。両チームともマンツーマンディフェン
スでスタート。大教大はインサイドの#99土屋とアウトサイド#37吉田を中心にバランスよく点数を重ねる。神戸大は全
員でボールを回し、チャンスを見つける。しかし大教大#37吉田を止めることができず、後半追い上げを見せるが大
教大の勢いを抑えず、そのまま大教大が逃げ切り勝利を収めた。
【第一ピリオド】
両者はマンツーマンディフェンスでスタート。最初から両チームどもインサイドを中心に攻める。神戸大は強いオ
フェンスでフリースローをもらい、その後すぐに大教大#37吉田が3Pシュートで応戦する。神戸大も#37木下がミドル
シュートやバスケットカウントを決め、主導権を相手に渡さない。しかし大教大は♯99土屋のオフェンスリバウンドから
のイージーシュートで点数を重ね大教大が流れを掴む。第一ピリオドは19-14で大教大リードで終了。
【第二ピリオド】
はじめ神戸大の連続スコアで得点を重ねる。だが大教大#37吉田が再び3Pシュートを沈め流れを渡さない。ここで
神戸大はタイムアウトを要する。タイムアウト後、神戸大は#17綱本のミドルシュート、#1志賀の連続得点で点差を縮
める。その後両チームとも確率高いオフェンスを見せ、点の取り合いが始まる。終盤、大教大#20青木がミドルシュー
トで点差を広げ、34-26大教大がリードを掴んで前半終了。
【第三ピリオド】
後半両チームはマンツーマンディフェンスでスタート。大教大#99土屋のインサイドシュートを決める。対する神戸
大は#36中谷がゴール下で強いオフェンスあたりで2連続ファウルをもらい、フリースローも着実に得点を重ね、神戸
大#37木下が確率高いミドルシュートを決め、神戸大が流れを手にする。しかし中盤に入ると大教大#37吉田がトップ
でジャンプシュートを決め、さらに大教大が激しいディフェンスを見せ相手の連続ターンオーバーを誘う。神戸大も
積極的なオフェンスリバウンドを見せ、セカンドチャンスで得点をを決める。終盤、大教大の#37吉田が得点を量産
し、一気にリードを15点を広げ、第三ピリオドは61-46大教大リードのままで終了。
【第四ピリオド】
最終ピリオドは神戸大#17綱本のミドルシュートと#2梅崎のバスケットカウントで始まる。その後再び神戸大#17綱本
が3Pシュートを沈め、主導権を手に入れる。しかし大教大#37吉田が3Pシュートで応戦する。ここから点の取り合いが
始まり両チーム拮抗する。終盤に入ると大教大#99土屋と#18北代がオフェンスリバウンドを取り、セカンドチャンスと
決め点差を広げる。神戸大も諦めず、試合終了間近に10点差まで詰めるが、大教大はファウルで得たフリースロー
を確実に決める。大教大が74-65で勝利を収める。

試合ＮＯ

戦評 勢理客 寛彰(芦屋大)
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Ｆ REBOUND TO AS ST BS MIN

200

4

網本 拓夢 19 36
今村 勇貴 8 28

17

志賀 泰星 6 12
梅崎 健 8 40

桑原 啓樹 2

29
木下 雄太 9 34
中谷 隆人 13
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0 - -

0 - -
0

-

0 - -

0
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